
立川せつ子

4,000人超の署名を無視！ いまの市政を変える

市民の声に寄り添えるひと

　５月２８日、「こもれび狛江 市民の会」（代表・周東三和
子氏）は市内で記者会見をおこない、6月21日告示・28日
投開票の狛江市長選挙にこまえ図書館市民の会共同代
表の立川せつ子さんを擁立することを発表しました。
　市長選には他に、現職市長、新人男性が立候補を表明
しています。

　立川さんは中央図書館・中央公民館の整備について、市民団体
の２代目代表として汗を流し、狛江市とも協定を結んで、市民案を提
出しました。ところが、現市長は一方的に中央図書館の分割移転を
強行し、市民4,000人以上の署名も無視しました。立川さんはその
後もあきらめず、市民の声を政治に届け続け、ついに市民の直接請
求署名の力で議会を開かせました。

　父親の度重なる事業失敗によって進学を断念し、高卒でコピー
ライター・広告の仕事に従事してきた立川さん。ある勤め先では労
働組合と大幅賃上げを実現させました。父母が60代で同時に介護
が必要になり、最期まで見届けるなど、立川さんは人生の苦労がわ
かるひとです。

　立川さんは、世界の無法な戦争が許せず、平和憲法をもつ日本が
もっと世界で役割を果たすべきだと、街頭に立ち続けてきました。
　そして平和・環境・人権を守るためには連帯が必要と、党派をこえ
た市民の協働をつらぬいてきた人です。
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市民の声が
ダイレクトに届く市政へ

あなたの声を政策にします
Webアンケート にご協力ください
　　　右QRコードからLINE公式に登録いただくと
　　　アンケート回答ページをご案内できます

街頭アンケート にもご協力ください

　いまの狛江市は、市民の声をただ聞くだけの市政で

す。市民参加・協働が後退させられてきています。図書

館のあり方を問う住民投票を求めた4000人超の署名に

も向き合いませんでした。市民の声が直接届けば、もっ

と好きになれる、住みやすい狛江に変えられます。
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